
平成２７年度実施の地方創生先行型事業の検証結果について

○ 地方創生先行型事業について

○

先行型事業名 予算額(千円)

①観光振興推進事業 2,548

②子育て世帯防災安心対策事業 1,143

③不育症治療費助成事業 400

④地域子育て環境づくり支援事業 600

3,800

969

⑤子どもの健康を守り育てる子育て応援事業 844

⑥公共交通充実事業 7,500

観光振興推進事業

　各自治体では、まち・ひと・しごと創生法の規定に基づき総合戦略を策定しているが、当該総

合戦略の策定に先行して行う事業であって総合戦略に位置付けられる見込みのある事業として実

施したもの。国は、地方版総合戦略の円滑な策定とこれに関する優良施策の実施を支援すること

を目的に当該先行型事業に要する費用に対して交付金を交付した。

　交付金では、国として推奨する施策などを例示という形で示すにとどめ、最終的にどのような

事業を、どのように組み合わせて実施していくかは、地域の実情に応じた各地方公共団体の判断

に広く委ねることとされ、交付金の趣旨を踏まえ、事業内容については新規性が求められた。

　事業実施にあたっては、重要業績評価指標（KPI）を設定のうえ、事業実施に伴う効果について

検証を行うこととされた。

平成26年度寒川町一般会計補正予算(第6号)に計上し先行型事業に位置付けた事業

実施計画事業名

公共交通充実促進事業

防災資機材等充実事業

不育症治療費助成事業

地域子育て環境づくり支援事業

保育環境充実事業

児童クラブ運営事業費

う蝕予防対策事業



○ 検証体制

　まち・ひと・しごとの創生を効果的かつ効率的に推進していくためには、住民、関係団体、民

間事業者等の参画、協力が重要であることから、住民、産業界、行政機関、教育機関、金融機

関、労働団体、メディア、子どもの保護者等（住産官学金労言子）で構成する、寒川町まち・ひ

と・しごと創生総合戦略策定等外部委員会と庁内組織の寒川町まち・ひと・しごと創生総合戦略

策定等委員会で取り組み状況の点検・検証を行う。



先行型事業名 事業の概要 事業費（円）
重要業績評価指標

(KPI)
検証結果 今後の取り組み

観光振興推進事業

　さがみ縦貫道路の開通を契機に寒川町の認知度の向

上と交流人口の増加を図るため、さがみ縦貫道路北イ

ンター出入口に観光看板を設置し、観光リーフレット

を作成し県内外のイベントや観光キャンペーンにおい

て、配布した。

　また、7月20日に寒川駅前公園で開催された　「さ

むかわ御輿まつり」の実行委員会に対し補助を行っ

た。

2,488,848

観光入込客数

(目標値)

215万人

(実績値)

207万人

要改善

　観光振興では、より魅力的な観光地とするため、寒川神社を核と

した新たな観光拠点に係わる検討を関係機関とともに進め、県内外

のイベント等では、各種観光パンフレット等を配布し、ホームペー

ジやＳＮＳ等で観光情報をより効果的に発信していく。

　また、町内の回遊性の確保について関係機関との連携を図り、町

内各所を繋ぐマップ等作成などの取り組みを進める。

さむかわ神輿まつりでは、実行委員会とともに、お祭りの運営方法

の改善・検討にも取り組んでいく。

子育て世帯防災安

心対策事業

　働く親が安心して子どもを育てられるよう、子育て

世帯に対し防災意識の高揚を図るため、３保育所と連

携して、防災対策の講習会の開催するとともに、ハン

ドブック、ポスター、チラシ等を活用した啓発を行っ

た。

844,560

幼児に対する災害の備

えをしている子育て世

帯の割合

(目標値)

50%

(実績値)

54.1%

現状維持

　引き続き、町内保育園所等と連携しながら講習会を実施し、講習

会等の開催にあたっては、子育て世代が中心となって参加する行事

や乳幼児健診等の場を活用するなど、情報が行き渡るように工夫に

努める。

　また、ハンドブックやポスター・チラシをイベント等においても

配布し、子育て世代をはじめ町民が防災について考える機会を提供

していく。

不育症治療費助成

事業

　少子化対策の充実を図るため、不育症治療に係る費

用を個人に対して助成(補助率1/2・上限20万円)を行

うことについて、申請書の提出には至っていない。制

度については、医療機関等を通じ周知を図った。

0

出産若しくは妊娠安定

期に結びついた人数

(目標値)

2人

(実績値)

0人

現状維持

　検査や治療を受けることで子どもを産むことができる結果も出て

おり、取り組みの効果は高い事業であることから、医療機関等を通

じた周知徹底を図りながら、引き続き取り組みを進めていく。



先行型事業名 事業の概要 事業費（円）
重要業績評価指標

(KPI)
検証結果 今後の取り組み

地域子育て環境づ

くり支援事業

　地域全体で子育てを支援する環境づくりを推進する

とともに、良好な保育環境を確保し、子育て支援の充

実を図るために、地域子育て支援を行うボランティア

団体の活動の立ち上げに伴う事業に対し補助を行い、

保育施設の改善を図るため、備品等を設置するための

補助を行った。

　また、児童クラブの運営を受託した団体に、運営に

必要な備品の購入に要する経費の補助を行った。

5,068,820

良好な保育環境で過ご

せる乳幼児の増加率

（定員増）

(目標値)

16%

(実績値)

16%

子育て支援に関する団

体等への支援数

(目標値)

2件

(実績値)

1件

現状維持

　引き続き補助制度を確立・周知し、地域子育て支援を行う団体等

を掘り起こしながら、地域課題の解決に向け、連携して協働のまち

づくりを推進していく。

また、保育環境の改善のための補助制度では、引き続き保育環境の

改善を図っていく。

　さらに、児童クラブの運営を行う団体に対し、立ち上げに要する

費用の補助では、１団体に対し１回限りであるが、その運営にかか

るサポート等、円滑な運営が図られるよう連携して取り組みを進め

ていく。

子どもの健康を守

り育てる子育て応

援事業

　乳幼児期の歯と口腔の健康づくりに向けた虫歯予防

を取り入れた生活習慣を育むため、2歳児育児相談事

業に合わせ、幼児用歯ブラシ、フッ素入りハミガキ

ジェル等を配布し、ブラッシング指導を行い、健康小

冊子を配布した。

787,884

3歳6ヶ月健診でう蝕の

ない児の割合

(目標値)

84%

(実績値)

79.5%

要改善

　新たに歯科医師の診察を加えた２歳児歯科健康診査を実施し、歯

科健診以外の妊娠期から幼児期までの、その時期の特徴を捉えた歯

科保健指導及び食育指導も継続して行っていく。

公共交通充実事業

　交通弱者（高齢者・障がい者等）の生活交通の確保

及び交通不便地域の解消を図るため平成27年10月1

日から土・日曜日の運行を開始した。

6,914,403

土･日曜日運行乗降客

数

(目標値)

113人/日

(実績値)

121人/日

現状維持

　利用者増を図るため、広報やイベント等による啓発活動をはじ

め、パンフレット等の配布、町内ＪＲ相模線の各駅バスの時刻表や

ルート案内板の設置なども進め、地域公共交通会議において、定期

的にＰＤＣＡサイクルに基づき改善を図りながら、持続可能な運営

を念頭に、より使いやすい公共交通の実現を目指していく。



総括

　今回の検証では、検証の結果６事業中、４事業を現状維持とし２事業を要改善と評価した。

　現状維持の３事業（子育て世帯防災安心対策事業・地域子育て環境づくり支援事業・公共交通充実事業）については、重要業績評価指標（KPI）が概ね目標値

に達しており、各取組内容が効果的であると評価した。

　目標値に達しなかった不育症治療費助成事業については、総合戦略の目標である出生率の向上に寄与することを目的とした事業であり、助成制度の対象とな

る医療機関が限定され治療期間も長期に渡ることから実績として現れるまでには相応の時間を要するものの、制度があること自体に有効性が認められることか

ら現状維持と評価した。

　要改善の２事業（観光振興推進事業・子どもの健康を守り育てる子育て応援事業）については、事業の方向性は、目的の達成に向けて有効であるため、重要

業績評価指標（KPI）を達成するために、効果的・効率的な事業実施方法の改善を行う必要があると評価した。

　全体としては、これら６事業については、H２８年度以降も継続して取り組んでいく事業であることから、総合戦略に位置付けたKPI等の達成に向け、今回の

検証結果を踏まえながら、PDCAサイクルのもと適切に進行管理を行っていく。


